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あなたがいるから 私がいる(I am because you are) 司祭 ヨナ 成
そん

 成鍾
そんじょん

アフリカの南部には、‘ウブントゥ(UBUNTU)’

という精神が受け継がれている。ウブントゥは、

共同体的な愛と友情の大事さについて示す言葉

であるが、ウブントゥに因んだ次のような逸話が

ある。 

ある人類学者がアフリカのある部族の子ども

たちにクッキー取りのゲームをしないかと誘っ

た。木の枝にクッキーをかけておいて、速く走っ

て先に着いた人がたくさん食べられるというル

ールを説明した後、スタートのサインを送った。

ところが、子どもたちは別々ではな

く全員が手をつないで走り、木のと

ころに着いたら一緒にクッキーを食

べ始めた。人類学者は、早く走れば

独り占めすることができるのに、な

ぜ一緒に手をつないで走ったのか、

と聞いた。すると子どもたちは声を

合わせて“ウブントゥ”と言って、

友だちが悲しんでいるのに、どうや

って一人だけが幸せになれるのか、

と答えた。 

この逸話によるとウブントゥは、世の価値基準

や倫理を超えた、神に模せられた人間同士による

友情と愛の営みだと言える。ウブントゥは普段の

挨拶の言葉としても用いるが、南アフリカのズー

ルー(Zulu)語で“あなたがいるから私がいる(I am 

because you are)”という意味である。ウブント

ゥは人という存在は独りではなく、相互の関わり

と絆によって生かされていることを示す。つまり、

人は他者との関わりを通して人格が形成され、

人々との交わりの中で人間になっていく、という

ことを表わしている。人間のアイデンティティが、

西欧の個人主義の場合は可能な限り他者から独

立することによって形成されると認識する半面、

ウブントゥは家族や友人との交わりを通して、ま

た関わる共同体の中で形成されていく、という古

き知恵である。インテグラル思想(Integral 

Psychology・Spirituality)の提唱者であるアメ

リカの心理学者ケン・ウィルバー(Ken Wilber、

1949－)は、心理的に未熟な人は、全体から自分

を分離し客観化することによって自己アイデン

ティティを確認しようとする傾向があると指摘

したが、それに沿って人類の文化や精神について

の理解は考え直すことが求められる。 

世の価値基準を超えた愛と友情の営みとして

ウブントゥは、人々との関わりにつ

いて多くの示唆を与える。経済論理

と個人主義が支配している世界に生

きている多くの人々は、ある日突然、

他人や自然世界から断絶されている

自分を発見し、いつも独りぼっちに

なっていると感じる。彼らは、人々

だけではなく、動物や自然などの命

あるものとの親密感と交わりを恋し

がる。陳腐な価値を嫌がる多くの若

者の場合は、肉体的な感覚や思弁的

な思考の向こう側、そして機械的唯物論という牢

屋を超越する神秘との関わりを、多方面から探っ

ている傾向もある。つまり、現代人の意識と生き

方は、人間として持つべき本来の姿と関係性を取

り戻し、進むべき意識の深化を求める傾向にある。

ところが、それは決して新しい価値への追求では

ない。とりわけキリスト教に準じると、それは古

くからの教えである。ウブントゥの意味である

“あなたがいるから私がいる”という相互関係性

は、聖書と教会の根本的な理解であり、キリスト

の生き方そのものである。キリストは、三位一体

の神との関わりを始め、人々の交わりを通して自

ら友情と愛の模範を示されながら、人類を神秘そ

のものである神へと導いた。 ＜３ページへ続く＞
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会
い
ま
す
。 

そ
れ
は
同
時
に
、
人
が
す
べ
て
の
人
と

共
有
す
る
普
遍
的
で
永
遠
的
な
生
と
死
の

現
実
、
そ
れ
は
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が

具
体
的
に
示
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
そ
の

現
実
と
向
き
合
う
と
き
で
も
あ
り
ま
す
。 

そ
の
向
き
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
は
、

自
己
の
存
在
を
確
認
し
、
同
時
に
す
べ
て

を
共
有
す
る
他
者
と
出
会
う
の
で
す
。（
こ

の
具
体
的
な
機
会
を
礼
拝
と
呼
ん
で
い
ま

す
。
そ
し
て
共
通
の
普
遍
性
を
持
っ
た
時

が
教
会
暦
で
す
）。 

そ
の
故
に
、
聖
餐
式
は
日
々
変
化
す
る

人
の
姿
を
、
生
と
死
と
い
う
座
標
軸
に
お

い
て
確
認
し
続
け
る
協
働
の
行
為
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。
そ
の
様
に
し
て
参
加
す
る

す
べ
て
の
人
た
ち
が
全
く
共
通
の
課
題
と

方
向
性
を
持
つ
故
に
、
一
つ
の
聖
餐
式
と

い
う
機
会
は
、
参
加
者
の
協
働
の
行
為
と

呼
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。 

 

キ
リ
ス
ト
教
信
仰
と
は
、
ま
さ
に
、
こ

の
行
為
を
共
有
し
よ
う
と
す
る
人
の
意
思

の
働
き
な
の
で
す
。
す
べ
て
の
人
の
協
働

の
行
為
と
呼
ぶ
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。 こ

の
行
為
の
中
心
に
存
在
す
る
の
が
、

見
え
な
い
も
の
に
直
面
さ
せ
よ
う
と
す
る

神
の
働
き
で
あ
る
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト

そ
の
も
の
な
の
で
す
。 

人
は
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
と
共
に
聖

餐
式
と
い
う
普
遍
性
と
永
遠
性
を
そ
の
本

質
と
す
る
行
為
、
限
界
か
ら
の
解
放
、
完

全
な
自
由
に
お
い
て
初
め
て
神
と
い
う

「
目
に
見
え
な
い

も
の
」
と
の
対
面

を
果
た
す
の
で
す
。

そ
れ
は
同
時
に
、

人
そ
れ
自
身
と
の

出
会
い
で
も
あ
る

の
で
す
。 

そ
の
故
に
、
キ
リ
ス
ト
教
礼
拝
と
は
、

主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
と
い
う
人
格
と
そ

の
生
涯
の
出
来
事
を
通
し
て
表
現
さ
れ
た

（
目
に
み
え
な
い
も
の
）
を
「
目
に
見
え

る
も
の
」と
し
た
神
の
働
き
（
神
の
恵
み
）

と
の
出
会
い
の
場
で
あ
る
と
申
し
ま
し
ょ

う
。
（
完
） 

 

＜巻頭言より＞ 

またその精神を受け継いだ教会は、共同体内においては、互いに

声に傾聴しながら対話することや交わることを大事にし、共同体外に向

けては、人々を‘歓待(ホスピタリティ：hospitality)’、‘傾聴’、‘執り成

しの祈り’を挙げてキリストに結ばれたものの生き方についての理解を

深め、最後に人々と関わることについての具体的な実践を提案すること

とする。 
西欧化された個人主義世界に生きている現代人にとって、人々と関わ

ることはどういうことなのか。西欧の産業社会は、性関係以外には他人

を必要とすることも頼ることもなく、自力と自負心を持つ自律的な個人

になることを理想とし㊟、 理念化された個人主義は、国境を越えてあら

ゆる文化と精神に浸透され、近代を貫き世界を支配してきた。ところが、

個人主義と自己中心性という理想は、人々の間に疎外や愛情欠乏を招き、

人格や関係性の崩壊などを負の遺産として世に与えたと指摘されてい

る。とは言え、未だに個人主義と自己中心性が価値のある理念として猛

威を奮っている状況の中、西欧の価値と文化から多大なる影響を受けて

いるキリスト者は、人々と関わることをどのように理解する必要がある

のか。 
㊟Albert Nolan『今日のイエス：根本的な自由の霊性』ユ・ゾンオン訳(ブンド出版

社、2011)、p.33. 
バルトロマイ 

竹内 謙太郎 司祭 

（2018/3/27 イースター） 


